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2021年 6月  15日 

   2021年度 一般社団法人親蔦会    

                                                       

第 91回 親蔦会総会議事録 

 

1. 開催の日時及び場所 

1）日  時    2021年 6月 6日(日)       11:00～12:30 

2）場  所    親蔦会クラブ   

2. 出席者   16名 内運営委員 15名  

     出席理事・監事 山本幸男、渡邊和彦、戸田陽子、三橋敏弘、宮本喜久子、山田保枝、白石美弥子、 

山口かつみ、向田敬三、藤田一美、藤原智子、曽田千恵子、堀江聖子、入江章文 

3. 開会に先立ち、今回の総会は新型コロナ感染防止の観点から委任状及び議決権の行使を容認する事 

を宣言、高 18戸田副会長より、運営委員数 67名のうち出席 16(内運営委員 15)名、委任状提出 24名、議

決権行使 7名で、運営委員合計 46名となり、定款 18条(運営委員の過半数の出席)により、本会議の成

立条件を満たしている報告と開会宣言がなされた。 

尚、議決権行使の 7名の内、全議案賛成が 5名、第四号議案のみ反対が 2名であった。 

4. 挨拶 

   議事に先だち、会長(高 20山本幸男)及び北川真一郎学校長より挨拶を頂く。 

その後、山本会長が議長に就任、議事録署名人に次の 2名を指名し、会場に異議を問うたところ、 

会場から異議なく拍手にて承認された。 

      白石美弥子、曽田千恵子 

5.議事 

第一号議案 2020年度 事業報告の件 

配布資料に基づき事務局より報告。 会報は予定通り発行できた。総会は新型コロナの影響で、場 

所を親蔦クラプに変更し、委任状と議決権行使を有効とし、結果、出席 21(内運営委員 19)名、委任 

状参加 30名、議決権行使 10名、計 61(内運営委員 59)名で、運営委員総数 68名の過半数にて 

成立、恙なく終了した。 理事会は新型コロナの感染拡大に伴い 5/5の第一回は中止、1/26予定の 

第三回は 3/7に延期して実施した。企画(運営)委員会は 10/6の第二回のみ実施できたが、他は中 

止となった。 他会議は、広報委員会と総務委員会は適宜開催できたが、他委員会、人材バンク意 

見交換会は開催不可となった。 

2020/10/11開催予定で 2021/10/4に一旦延期された 90周年記念祝賀会は 2022/10/10に再延 

期となった。 毎月原則第三日曜日に実施のオープンデーも、7月、8月、10月のみの実施にとど 

まった。コロナ禍の中、支部活動も全滅状態であった。母校の入学式、卒業式は無来賓での実施と 

なったが、卒業式前日の同窓会入会式は予定通り実施され、戸田副会長が出席し例年通り卒業生 

への親蔦会紹介と、各クラス代表との交換会を実施した。  

以上の報告に会場内の総員の拍手にて承認された。 

 

第二号議案 2020年度 計算書類承認及び監事監査報告の件 

配布資料に基づき事務局より報告。 貸借対照表、財産目録、収支予算事業別区分内訳書並びに 

報告書、財務諸表に対する注記と附属明細書を資料として添付しているので確認頂きたい。 

2020年度も会費納入額の減少が著しく、納入促進委員長を中心に対策をとって頂いたが、新型コロ 

ナの影響か減少額に届かず、又、緊急事態宣言下での教室利用自粛の為使用料収入も激減した。 

結果、昨年に続き 116万円の現預金の減少となった。 

減少理由は、収入減以外に、将来を見据えて会員情報管理システムの更新を行った(約 48万円)事 

及び事務所内のプリンターが故障し買い換えた(約 9万円)等の大型支出も原因である。  

新型コロナの影響で総会形式の変更や会議等の行事の取りやめが増え、そのせいで会議費が大幅 

減少となった。 (昨年\914,000→今年\136,000) それ以外はほぼ当初予算通りで推移している。 

続いて、高 24堀江監事より、会計監査が無事終了した旨を報告した。 

会場内の総員の拍手にて承認された。 
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第三号議案 2021年度 事業計画及び収支予算承認に関する件 

     配布資料に基づき事務局より報告。 機関誌「蔦」は予定通り発行でき、当初から親蔦クラブ開催の 

総会は予定通り完了したが、当初 10/4に延期して開催予定の親蔦会創立 90周年記念祝賀会は来 

年 2022/10/10に再延期となった。 第一回理事会は例年より予定を早めて 4/18に実施、第二回は 

10/3、第三回は来年 1/23を予定している。 企画(運営)委員会は新型コロナ関連で 4/18は中止し 

たが、ワクチンの普及に伴い、今後は開催できる予定である。 

来年に再延期の 90周年記念祝賀会の詳細案内は来年の蔦 57号にて実施するが、再延期に伴い 

申込済の方で参加不可になる場合は会費の払い戻しを行うので申し出て頂きたい。 

オープンデーや人材バンク意見交換会はコロナの感染状況を見て今後の開催を決める事とする。 

その他の事業計画は資料の通りである。 

今年度予算に関しては、親蔦クラプの隣室 605号室の購入に関する第四号議案の議決の有無で 

内容が大きく変化する為、一応暫定予算として資料作成添付している。 第四号議案議決後の正式 

予算は 10/3の第二回理事会にて提出し議決頂くものとする。 

いずれも会場内の総員の拍手にて承認された。 

 

第四号議案 親蔦クラプ拡張の提案～ストークビル 605号室購入に関わる件～ 

     議案に関し、高 24三橋副会長より、購入に関する経緯の説明があった。 

     現親蔦クラブに隣接するストークビル 605号室の持ち主である（株）カネマツ様より、同室購入の打 

     診があった。同室は親蔦会が同 606,607号室を購入した際、予算の関係で断念した部屋であり、 

     その後何度か売却を依頼し都度断られてきた経緯のある部屋であり、故白井名誉会長や故安岡 

     理事、故後藤元会長や現繁田相談役等も長年入手を切望してきたものである。ストークビル自体は 

     築古であるが交通至便の為、今回の機会を逸したら今後の入手は不可能に近いと考えられる。 

     新型コロナによる経済不安が懸念される時期ではあるが、折角のこの機会に、親蔦会活動の今後の 

     為の拠点として、又、親蔦会創立 90周年の記念事業として、購入しより良い形に整備し未来に残す 

     事を提案する との説明後、会長より購入後の諸費用の増加についての説明がなされ、後、事務局よ 

     り、購入時の費用の捻出方法についての説明があった。 購入後は借地代、固定資産税、共益費、 

     水道光熱費で約 39万円/年の費用増加が見込まれる事、購入代金 800万円は記念事業積立口座よ 

     り支出し、毎年の増加の 39万円は運営費より支出、購入後の 605号室の床面やブラインドの補修費 

    並びに 606,607号室と合わせて今後整備にかかる費用は、建物減価償却引当金 650万円の中から 

     支出するものとする。 この費目は昔、決算時に減価償却を実施しなかった時期に設けられた費目 

     が現在は全く使用されず残っていたものであり、元は運営費から独立させたものである為、補修等に 

使用しても問題は無いと、バックアップ頂いている会計事務所に確認し了解も頂いている。 

今回、議決権の行使で 2名の反対がでているが、会場内の総員より賛同を頂いたので、委任状も 

含め、賛成 44名、反対 2名の賛成多数で可決された。 

 

第五号議案 理事会組織変更に関する件 

   今年度、以下 2件の組織変更となる。 

(1) 監事任期満了にともなう退任の件 

退任  監事 高 18  中島 裕子 

(2) 理事任期満了に伴う重任の件 

 重任  理事 高 6 白石美弥子、理事 高 17 山口かつみ、理事 高 20 向田敬三 

      以上、会場内の総員の拍手にて承認された。 

被選任者は即時就任を承諾した。 出席者の就任承諾書は議事録援用とする。 

 

 議決対象外案件 

1) 親蔦会創立 90周年記念式典並びに記念祝賀会再延期の件 

  2020年 10月 11日に予定されていた親蔦会創立 90周年記念事業について、新型コロナ感染防止 

 の観点から、来年の 2022年 10月 10日に再延期する旨、山本会長より説明があった。 

   祝賀会の内容は現時点では変更は無し、講演者及び演奏者には予定通りに参加頂くよう依頼済。 



 3 

 

    

2) 記念事業としての母校援助の件 

 記念事業の一環としての母校援助に関して、本来は昨年の記念式典席上で贈呈する予定だったが、式典 

の延期に伴い機会を失していた。 本来は昨年贈呈すべきものなので、来年の式典を待つ事無く、本総会 

にて贈呈式を実施し、会長より北川校長先生に目録を贈呈した。 

 目録内容、「書道教室改修 夢野リサーチルーム(仮称)設置に伴う支援金」として百万円の贈呈を行う。 

 目録と贈呈場面を撮影し、来年の蔦 57号に掲載するものとする。 

 

3) 記念事業としての親蔦クラブ改装に関する件 

蔦 56号誌上にて改装の途中経過を報告したが、その後隣室購入の案件が舞い込む事となった。 

今後 605号室も合わせた改装計画を続け、来年の記念式典にて報告するものとする。 

 

4) 各委員会活動報告に関する件 

○総務委員会(向田委員長)  

  605号室の購入で広くなる親蔦クラプの改装を検討していく。  

今後会員のメールアドレスの登録の拡張と、会議のオンライン化も今後の検討項目とする。 

 ○年間行事企画委員会(渡邊委員長) 

   広くなる親蔦クラプの今後の使用について、皆様のご意見を頂きたい。 

   会員や在校生も気楽に集える部屋にするべく、多数のアイデアをいただき、構築していきたい。 

○会費納入促進委員会(宮原委員長欠席につき会長が代行報告) 

       今年も還暦を迎える回生と、卒後 30年の回生に対して会費納入のお願いを発送する予定である。 

      又、Y27の利野さんより、自回生の会費納入促進の協力の申し出を頂いており、Y27回生も対象 

      として納入促進活動を実施する。 

○広報委員会(大江事務局長) 

来年の蔦 57号は親蔦会創立 90プラス 2年特集号として制作する。 

 ○ホームページ充実化委員会(堀江委員長) 

     〇総会活性化委員会(戸田委員長) 

       来年こそ、母校にて総会を開催する。2022年 6月の第一日曜に実施予定。 

 

5) 夢野台高校教職員異動の件 

      事務局より報告。 校長先生、教頭先生、事務長先生、校内理事の先生方全て異動無し。 

      元校内理事の平家先生が兵庫高校へ転任され、非常勤講師として勤務されていたコーラス部顧問 

      の正門先生が鈴蘭台高校非常勤講師として転任された。 

 

6. 閉会 

   最後に議長がそれ以上の動議の無い事を会場に確認。 渡辺副会長(高 16)が閉会を宣した。 

 

以上この議事録が正確であることを証する為議長及び議事録署名人は次の通り記名捺印する。 

2021年 6月 15日 

            議      長    山本 幸男         印   

              議事録署名人  白石美弥子        印 

議事録署名人  曽田千恵子        印 


